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「環境シンポジウム流山」や「まちネットフォーラム」など 初

の
環
境
白
書
を
公
表

地
球
温
暖
化
対
策
を
さ
ら
に
推
進

　

市
で
は
、
初
の
「
流
山
市
環
境
白
書
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
政
令
指
定

都
市
を
除
い
て
県
内
で
は
、
初
め
て
「
地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画
」

を
検
証
す
る
な
ど
充
実
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
環
境
白
書
は
、

今
後
、
毎
年
公
表
し
、
環
境
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
常
に
公
開
し
て
い

こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
今
号
で
は
、
環
境
白
書
の
概
要
を
は
じ
め
地
球

温
暖
化
対
策
の
内
容
、
環
境
ハ
イ
ラ
イ
ト
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

�
　

市
で
は
「
流
山
市
環
境

白
書
（
平
成　

年
版
）」
を

１８

ま
と
め
ま
し
た
。

　

同
白
書
は
、
市
の
環
境

施
策
の
推
進
状
況
や
環
境

の
現
状
を
総
合
的
に
ま
と

め
た
年
次
報
告
書
と
し
て

環
境
白
書　

年
１８

版
を
刊
行
―　

の
性
格
を
持
っ
て
い
ま 

す
。
基
本
的
に
は
、
同
白

書
を
作
成
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
一
昨
年
７
月
に
策

定
し
ま
し
た
環
境
基
本
計

画
に
基
づ
く
環
境
行
動
計

画
の
点
検
・
評
価
を
行
い
、

さ
ま
ざ
ま
な
環
境
施
策
を

着
実
に
進
行
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　

市
制
施
行　

周
年
記
念

４０

「
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
流

山
」
が
昨
年　

月
３
日
、

１２

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
と
ほ
っ
と
プ
ラ
ザ

下
花
輪
を
会
場
に
行
わ
れ
、

市
民
団
体
や
事
業

所
、
大
学
な
ど
が

参
加
し
、
環
境
に

つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
＝
写
真
。
同
実
行

委
員
会
（
新
保
國
弘
委
員

長
）
が
主
催
し
た
も
の
で 

「
オ
オ
タ
カ
と
と
も
に
暮

ら
す
里
山
の
ま
ち
・
流
山
」

を
テ
ー
マ
に
、
講
演
会
や

自
然
観
察
会
、
ガ
レ
ー
ジ

セ
ー
ル
、
低
公
害
車
の
展

示
な
ど
が
行
わ
れ
多
く
の

参
加
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
３
日
に
は
、

第
５
回
ま
ち
ネ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ラ
ム
「
市
内
企
業
と
の

接
点
を
見
つ
け
よ
う
！
」

が
ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
（
伊

勢
良
一
理
事
長
）
の
主
催

で
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

・
プ
ラ
ザ
館
を
会
場
に
開

催
さ
れ
、
商
工
会
や
省
エ

ネ
に
取
り
組
み
エ
コ
ア
ク

シ
ョ
ン　

の
認
証
登
録
に

２１

挑
戦
し
て
い
る
京
和
ガ
ス

㈱
と
市
民
団
体
と
の
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
市
内
で
は

い
ま
、
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
を
活
動
拠
点

に
こ
う
し
た
市
民
団
体
に

よ
る
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
数
多
く

開
催
さ
れ
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

�
　

市
で
は
、
環
境
保
全
に

関
す
る
基
本
理
念
や
指
針

を
定
め
た
「
流
山
市
環
境

基
本
条
例
」
を
平
成　

年
１３

に
制
定
し
、
そ
の
具
現
化

に
向
け
た
環
境
保
全
に
関

す
る
施
策
を
総
合
的
、
か

つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
の
「
流
山
市
環
境
基
本

計
画
」
を
平
成　

年
７
月

１７

に
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
環
境
基
本
計

画
を
実
効
性
の
あ
る
も
の

に
す
る
た
め
、
環
境
施
策

を
具
体
化
す
る
た
め
の

「
流
山
市
環
境
行
動
計

画
」
を
平
成　

年
３
月
に

１８

策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
の
中
で
は
、

環
境
施
策
に
つ
い
て
目
標

を
定
め
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
実
施
す
る
具
体
的
内

容
と
担
当
部
局
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
、
目
標

を
達
成
す
る
た
め
の
進
行

地
球
温
暖
化
対
策

へ
の
取
り
組
み　

管
理
の
方
法
も
定
め
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
地
球
温
暖
化
問

題
の
解
決
が
世
界
的
課
題

と
な
っ
て
い
る
中
で
、
市

の
事
務
・
事
業
か
ら
排
出

さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
抑
制
を
目
的
と
し
て
、

「
流
山
市
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
市
域
全
体
の

温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑

制
を
図
る
た
め
、
市
民
や

事
業
者
が
取
る
べ
き
行
動

に
つ
い
て
定
め
た
「
流
山

市
地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
」
を
合
わ
せ
て

策
定
し
ま
し
た
。

　

「
流
山
市
環
境
基
本
計

画
」
や
「
流
山
市
環
境
行

動
計
画
」
な
ど
の
計
画
の

進
行
管
理
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（
２
〜
３
面
別
図

参
照
）
に
よ
り
行
い
、
計

画
に
示
さ
れ
た
施
策
の
実

施
と
見
直
し
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
つ
ま
り
、
環
境

施
策
を
具
体
化
し
、ま
ず
、

そ
の
施
策
等
の
実
施
状
況

の
点
検
、
評
価
を
行
い
ま

す
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え

て
、
次
年
度
実
施
す
る
事

業
内
容
を
加
え
て
公
表
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計

画
の
進
捗
状
況
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
や
事
業
者
の

皆
さ
ん
と
情
報
の
共
有
を

図
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、

計
画
に
沿
っ
た
各
種
施
策

が
よ
り
一
層
推
進
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　２月３日、リサイクルプラザ・プラザ館で、商工会大橋会長や
京和ガス㈱筒井常務取締役を囲んで、環境問題などについて活発
な意見交換が行われました
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活
発
な
市
民
と
の
協
働 　

な
お
、
こ
の
流
山
市
環

境
白
書
は
、
市
役
所
環
境

保
全
課
窓
口
、
市
役
所
情

報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
図
書

館
な
ど
で
ご
覧
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
公

開
も
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。

　

□問
 

環
境
保
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地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
は
、「
地
球
温
暖
化 

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
、
市
役

所
庁
舎
な
ど
か
ら
排
出
さ

な
ど
は
、
可
能
な
範
囲
で

の
協
力
を
要
請
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
等
か
ら
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
状
況

務
･
事
業
関
連
」、②
ご
み

の
焼
却
な
ど
廃
棄
物
の
処

理
に
伴
う
も
の
と
し
て

「
ご
み
処
理
施
設
関
連
」、

③
水
道
事
業
に
伴
う
も
の

と
し
て「
水
道
施
設
関
連
」

の
３
つ
の
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
防
止
を

市
民
、事
業
所
、行
政
で
力
を
合
わ
せ
て
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�
�
�
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　環境省の地域の熱環境改善構想の適用第１号を受け、学生や市民がボランティアで現地調査を展開

流
山
市
民
の
心
映
え
と
環
境
の
チ
ェ
ー
ン
で

オ
オ
タ
カ
の
舞
う
ま
ち
づ
く
り

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科　

教
授　

惠　

小
百
合
さ
ん

新
川
耕
地
や
水
辺
に
降
り

立
と
う
と
思
え
る
か
。
流

山
市
民
の
流
し
た
水
が
東

京
湾
か
ら
流
れ
出
し
て
い

く
さ
き
の
海
洋
を
往
き
来

す
る
イ
ル
カ
が
�
流
山
市

民
は
自
分
の
家
も
水
源
地

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
な
�
と
観
て
く
れ
る

か
。
自
然
界
や
子
孫
た
ち

が
今
の
流
山
市
民
の
環
境

づ
く
り
に
感
謝
す
る
か
ど

う
か
か
ら
流
山
の
「
環
境

価
」
が
は
か
ら
れ
る
。
１

９
６
４
年
鎌
倉
鶴
岡
八
幡

宮
の
裏
山
１
・
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

業
者
か
ら
市
民
の
寄
付
１

５
０
０
万
円
で
買
い
取
り

緑
地
保
全
が
始
ま
っ
た
。

　

流
山
の
環
境
の
価
値
を

つ
く
り
評
価
す
る
の
は
、

流
山
市
民
で
あ
る
と
同
時

に
相
対
的
に
流
山
を
見
つ

め
る
多
様
な
主
体
で
あ
る
。

流
山
を
観
る
眼
は
、
他
に

も
、
ア
リ
の
眼
、
ト
リ
の

眼
、
イ
ル
カ
の
眼
、
未
来

世
代
の
眼
等
で
あ
る
。
よ

い
土
壌
が
あ
り
元
気
な
微

生
物
が
分
解
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
か
。
地
球
規

模
で
移
動
す
る
渡
り
鳥
た

ち
に
と
っ
て
、
上
空
か
ら

見
え
る
流
山
の
森
や
緑
地
、

鎌
倉
市
民
が
自
然
豊
か
な

緑
を
背
景
と
す
る
歴
史
景

観
を
守
っ
た
事
を
き
っ
か

け
と
し
「
古
都
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
作
家
の

大
佛
次
郎
氏
が
こ
の
運
動

の
理
由
を
「
過
去
に
対
す

る
未
練
や
郷
愁
か
ら
で
は

な
く
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
美
意
識
と
品
位
の
た

め
」
と
答
え
た
。

　

今
の
環
境
を
原
風
景
と

し
て
育
つ
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
流
山
グ
リ

ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も

と
環
境
価
の
高
い
流
山
に

は
、
歴
史
も
あ
り
屋
敷
林

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
よ

る
見
事
な
ま
ち
の
景
観
と

自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い

る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
開
通
に
よ
り
作
ら
れ

る
新
市
街
地
が
市
野
谷
の

森
等
の
再
生
型
ま
ち
づ
く

り
と
な
り
緑
の
連
鎖
が
約

束
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
川

大
学
で
も
自
然
再
生
型
市

街
地
開
発
の
実
効
性
に
つ

い
て
時
間
的
な
経
緯
を
熱

環
境
調
査
に
よ
り
継
続
的

に
測
定
し
て
い
る
。
現
市

民
一
人
ひ
と
り
の
「
環
境

歴
」（
環
境
経
験
）
は
異
な

る
が
、
次
世
代
の
環
境
歴

に
は
、
心
と
緑
と
環
境
の

価
値
を
連
鎖
さ
せ
た
効
果

を
目
の
当
た
り
に
す
る
経

験
を
刻
む
人
々
が
増
え
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

取
り
組
み
促
進
の

た
め
の
施
策

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に

は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
環
境
白
書
の
公
表
な

ど
に
よ
る
環
境
情
報
の
提

供
を
積
極
的
に
行
い
、
啓

発
活
動
や
取
り
組
み
等
に

係
る
情
報
の
周
知
な
ど
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
豊
か

な
緑
を
よ
り
価
値
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
の
「
流
山

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
吸
収
源
対
策
を
進
め

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１５

　

手
賀
沼
浄
化
ポ
ス
タ
ー
展

　

日
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で　

１５

山
か
ら
見
た
自
然
環
境
」

　

こ
の
た
び
、
流
山
市
で

は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
含
め
た
環
境
の
状
況
を

示
す
流
山
市
環
境
白
書
を

公
表
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
制
施
行　

周
年
を

４０

契
機
に
、
健
康
都
市
宣
言

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

宣
言
の
中
で

も
、
市
民
が

健
康
で
楽
し

く
、
い
き
い

き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、

流
山
の
豊
か

な
自
然
環
境

を
大
切
に
し
、

共
生
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
や
、
多
く
の
市
民
の

連
携
と
参
加
の
も
と
、
人

の
さ
き
が
け
と
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
緑
豊
か
な
街
づ
く
り
は
、

健
康
都
市
宣
言
に
言
う
市

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
明

確
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、

あ
る
研
究
結
果
か
ら
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の

中
村
桂
子
先
生
が
、
都
市

の
中
の
「
緑
」
の
健
康
増

進
効
果
に
つ
い
て
、
疫
学

的
な
調
査
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
で
は
、
東

京
都
内
に
住
む
お
年
寄
り

３
１
４
４
人
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、「
緑

が
身
近
に
あ
る
」
と
い
う

方
と
そ
う
で
な
い
方
を
比

較
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結

果
、
緑
が
身

近
に
あ
る
方

の
ほ
う
が
５

年
後
も
元
気

で
い
る
確
率

が
平
均
で
１

・　

倍
も
高

１３
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
調
査

結
果
は
、
緑
を
身
近
に
し

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

み
ん
な
が
健
康
に
す

ご
せ
る
環
境
都
市
流

山
を
め
ざ
し
て

　惠教授
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地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　家族連れで賑わう総合運動公園

いては、１７年
します。
行計画につい
度の温室効果
証しました。
域推進計画に
市域全体から
出状況を検

計画の進行管理を行計画の進行管理を行

うPDCAサイクルうPDCAサイクル

（　）　　 環境白書特集号３

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
が
直
接
管
理
し

て
い
る
施
設
を
対
象
と
し

て
い
る
の
で
、
市
庁
舎
は

も
と
よ
り
、
図
書
館
や
公

民
館
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
市
立
小
・
中
学
校
な

ど
の
施
設
に
つ
い
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現

状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

排
出
抑
制
の
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
よ

う
に
別
法
人
で
あ
る
場
合

な
ど
や
委
託
等
に
よ
り
他

者
が
管
理
し
て
い
る
施
設

果
ガ
ス
排
出
量
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
市
庁
舎

１７

等
の
全
て
の
事
務
お
よ
び

事
業
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、
２
万
５
６

１
９
ト
ン
で
あ
り
、
基
準

年
度
で
あ
る
平
成　

年
度

１６

よ
り
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
灯

油
の
使
用
に
伴
う
排
出
量

が
約
１
０
０
０
ト
ン
の
削

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
特
性
を
踏
ま
え

て
、
①
市
庁
舎
等
い
わ
ゆ

る
オ
フ
ィ
ス
活
動
に
伴
う

も
の
と
し
て
「
市
役
所
事

　

削
減
目
標
を
設
定
し
た

区
分
ご
と
の
排
出
量
の
状

況
は
、
市
役
所
事
務
事
業

関
連
が
基
準
年
度
に
対
し

て
約
６
％
増
加
し
５
３
１

４
ト
ン
と
な
っ
た
ほ
か
は
、

ご
み
処
理
施
設
関
連
で
は

約
６
％
削
減
の
１
万
７
９

５
４
ト
ン
と
な
り
、
水
道

施
設
関
連
で
は
基
準
年
度

と
同
程
度
の
２
３
５
０
ト

ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
市
役
所
事
務
・

事
業
関
連
」
の
増
加
の
要

因
と
し
て
は
、
社
会
福
祉

施
設
等
の
利
用
者
の
増
加

が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

〜　

日
�
９
時
〜　

時
▽

２３

１７

場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
内
容
＝

小
・
中
学
生
が
描
い
た
手

賀
沼
浄
化
ポ
ス
タ
ー
の
県

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
等

を
展
示
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

環
境
審
議
会 

を
開
催

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１４

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１５

３０

役
所
４
階
委
員
会
室
▽
内

容
＝
環
境
家
計
簿
に
つ
い

て
、
路
上
喫
煙
防
止
に
つ

い
て
（
傍
聴
可
）

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

地
球
温
暖
化
防
止

講
演
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�振
 
１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
行

１３

１６

徳
文
化
ホ
ー
ル
I
＆
I

（
市
川
市
）
▽
内
容
＝
田

部
井
淳
子
（
登
山
家
）「
世

界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
〜

▽
定
員
＝
４
０
０
人
（
先

着
順
、
定
員
を
超
え
た
場

合
の
み
連
絡
あ
り
）
▽
申

し
込
み
＝
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ルe-earth

@

m
z.p
ref.ch

ib
a.lg
.jp

で

県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対

策
推
進
室
へ

　

□問
 

県
環
境
政
策
課
�
０

４
３
―
２
２
３
―
４
１
３

９
／
�
０
４
３
―
２
２
２

―
８
０
４
４

利
根
運
河
の
歴
史

と
自
然

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１６

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
内

容
＝
野
草
調
査
結
果
等
▽

資
料
代
＝
３
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）

　

□問
 

利
根
運
河
の
生
態
系

を
守
る
会
・
新
保
�
７
１

５
４
―
６
７
４
６

と
環
境
に
や
さ
し
い
健
康

な
街
と
す
る
こ
と
な
ど
、

環
境
と
の
か
か
わ
り
を
重

視
し
て
施
策
を
進
め
て
い

く
方
向
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
通
に
よ
り
、

流
山
市
内
に
お
い
て
そ
の

沿
線
を
中
心
と
し
た
開
発

が
加
速
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
市
野
谷
の
森

や
緑
豊
か
な
市
総
合
運
動

公
園
な
ど
、
新
線
沿
線
の

大
規
模
な
緑
の
拠
点
を
守

り
活
か
し
な
が
ら
、
開
発

で
失
わ
れ
る
緑
を
回
復
す

る
仕
組
み
と
し
て
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制

度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
抑

制
す
る
緑
化
に
よ
る
森
の

街
づ
く
り
と
し
て
、
全
国

て
暮
ら
す
こ
と
が
、
健
康

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
さ
に
、
私
た
ち
の
目

指
す
緑
化
に
よ
る
森
の
街

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
健
康
都
市
の
実
現

に
近
付
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
政

策
を
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
流
山

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
流

山
市
環
境
白
書
な
ど
に
よ

り
、
市
民
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
環
境
保
全
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
な
が
ら
、「
人
と
環
境
に

や
さ
し
い
森
の
街
」
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
で
は
、
市
民
一

人
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
基
準
年
度 

（
平
成　

年
度
）
に
対
し

１５

て
６
％
以
上
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
市
民
一
人

１６

当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
、３
・　

ト
ン
と

９２

基
準
年
に
対
し
て
０
・
１

％
の
削
減
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
民
生
部
門

と
運
輸
部
門
が
多
く
を
占

め
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
削
減
し
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生

活
や
事
業
活
動
の
中
で
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

対
策
が
大
き
な
役
割
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん

の
取
り
組
み

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
促

進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
削
減
す
る
た
め
に

は
、
事
業
者
が
通
常
の
事

業
活
動
に
お
い
て
も
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
非

常
に
有
効
な
手
段
と
な
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
対
し
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

取
り
組
み

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常

生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
市
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
削
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
常
の
中
で
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、
本

年
度
は
環
境
家
計
簿
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

　

環
境
家
計
簿
の
利
用 

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

　

リ
サ
イ
ク
ル
で　
　

自
治
会
か
ら
環
境
保
全　

平
和
台
自
治
会　

田
口
重
郎
さ
ん

　

平
和
台
自
治
会
（
宮
尾

博
会
長
・
７
２
３
世
帯
）

の
環
境
衛
生
福
祉
部
会
長

を
経
て
同
部
会
担
当
の
副

会
長
と
、
自
治
会
活
動
で

は
環
境
一
筋
に
６
年
目
を

迎
え
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
団
体
代
表

者
会
議
や
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
会
議
、
環
境
美
化

推
進
員
会
議
な
ど
行
政
関

係
の
会
議
へ
の
参
加
も
少

な
く
な
い
。
春
・
秋
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
作
戦
へ
の
参
加
や

地
区
花
壇
の
植
栽
な
ど
を

行
う
一
方
、
資
源
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
で
自
治
会
運
営
費

の
一
部
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
自

治
会
報
に
大
き
く
リ
サ
イ

ク
ル
の
標
語
を
掲
載
し
て

い
る
の
を
は
じ
め
、
ご
み

分
別
の
徹
底
を
会
員
に
お

願
い
す
る
な
ど
啓
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
で
も
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
自
治

会
運
営
費
の
一
部
と
な
っ

て
、
防
災
や
シ
ニ
ア
お
楽

し
み
会
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
る
」
と
独
自
に
発
行
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

リ
サ
イ
ク
ル
の
日
を
強
調

す
る
な
ど
会
員
に
協
力
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

「
海
外
赴
任
を
は
じ
め

全
国
各
地
へ
転
勤
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
街
で
生
活
し
た

が
流
山
が
一
番
い
い
。
き

れ
い
な
街
に
は
笑
顔
が
生

ま
れ
ま
す
。
ご
近
所
と
笑

顔
で
暮
ら
す
た
め
に
は
街

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動

の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　田口副会長

削減目標①　市役所事務・事業関連�
基準年度に対して、温室効果ガス排出量�
を6％削減します�

５,００７�
t-CO2

基準年度�
（平成16年度）�

５,３１４�
t-CO2

４,６８４�
t-CO2

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

６％�
削減�

削減目標③　水道施設関連　　　　　（注２）�
基準年度に対して、給水人口一人当たり�
の温室効果ガス排出量を6％削減します�

１６.５�
kg-CO2／人�

基準年度�
（平成16年度）�

１６.５�
kg-CO2／人�

１５.５�
kg-CO2／人�

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

6％�
削減�

（注１） 市民一人当たり：平成１７年度人口１５２,７９１人（年度末人口）。�
（注２） 給水人口一人当たり：平成１６年度給水人口１４２,５１３人。�

削減目標②　ごみ処理施設関連　　　（注１）�
基準年度に対して、市民一人当たり温室�
効果ガス排出量を10％削減します�

１２６�
kg-CO2／人�

基準年度�
（平成16年度）�

１１８�
kg-CO2／人�

１１３�
kg-CO2／人�

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

10％�
削減�

“地球にやさしいこと”しています。 
～温室効果ガス（CO2）の削減～

　流山市では地球温暖化対策を積極的に進めています。平成１８年３月
に市役所自らが取り組む「ストップ温暖化！市役所アクションプログ
ラム」を、市民、事業者の方が取り組む「ストップ温暖化！ながれや
ま計画」を策定しました。

目　標　平成２１年度 
庁舎から排出される温室効果ガス排出量６％削減 
市民１人当たりの温室効果ガス排出量６％削減　

　市役所をはじめ、各公共施設において、次のような取り組みをしています。
☆昼休み中、業務を行っていない箇所の消灯
☆夏の室温２８度、冬の室温２０度の適温励行
☆水は出しっぱなしにしない
☆アイドリングストップの実施
☆資源物の分別収集推進

皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３／管財課�７１５０－６０６９

平成２１年度における市民一人当たりの温室効果ガス排出�
量を基準年度（平成１５年度）に比べ６％以上削減する�

市民一人当たりの排出量�

6
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地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

　環境行動計画につい
度の行動内容を検証し
　地球温暖化対策実行
ては、１年後の１７年度
ガスの排出状況を検証
　地球温暖化対策地域
ついては、１６年度の市
の温室効果ガスの排出
証しました。
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平成１９年２月８日（木曜日）　　　（　）２

　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
は
、「
地
球
温
暖
化 

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
い
て
、
市
役

所
庁
舎
な
ど
か
ら
排
出
さ

な
ど
は
、
可
能
な
範
囲
で

の
協
力
を
要
請
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

庁
舎
等
か
ら
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
の
状
況

務
･
事
業
関
連
」、②
ご
み

の
焼
却
な
ど
廃
棄
物
の
処

理
に
伴
う
も
の
と
し
て

「
ご
み
処
理
施
設
関
連
」、

③
水
道
事
業
に
伴
う
も
の

と
し
て「
水
道
施
設
関
連
」

の
３
つ
の
目
標
を
設
定
し

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
の
防
止
を

市
民
、事
業
所
、行
政
で
力
を
合
わ
せ
て

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　環境省の地域の熱環境改善構想の適用第１号を受け、学生や市民がボランティアで現地調査を展開

流
山
市
民
の
心
映
え
と
環
境
の
チ
ェ
ー
ン
で

オ
オ
タ
カ
の
舞
う
ま
ち
づ
く
り

江
戸
川
大
学
社
会
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科　

教
授　

惠　

小
百
合
さ
ん

新
川
耕
地
や
水
辺
に
降
り

立
と
う
と
思
え
る
か
。
流

山
市
民
の
流
し
た
水
が
東

京
湾
か
ら
流
れ
出
し
て
い

く
さ
き
の
海
洋
を
往
き
来

す
る
イ
ル
カ
が
�
流
山
市

民
は
自
分
の
家
も
水
源
地

で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て

い
る
な
�
と
観
て
く
れ
る

か
。
自
然
界
や
子
孫
た
ち

が
今
の
流
山
市
民
の
環
境

づ
く
り
に
感
謝
す
る
か
ど

う
か
か
ら
流
山
の
「
環
境

価
」
が
は
か
ら
れ
る
。
１

９
６
４
年
鎌
倉
鶴
岡
八
幡

宮
の
裏
山
１
・
５
ヘ
ク
タ

ー
ル
を
マ
ン
シ
ョ
ン
開
発

業
者
か
ら
市
民
の
寄
付
１

５
０
０
万
円
で
買
い
取
り

緑
地
保
全
が
始
ま
っ
た
。

　

流
山
の
環
境
の
価
値
を

つ
く
り
評
価
す
る
の
は
、

流
山
市
民
で
あ
る
と
同
時

に
相
対
的
に
流
山
を
見
つ

め
る
多
様
な
主
体
で
あ
る
。

流
山
を
観
る
眼
は
、
他
に

も
、
ア
リ
の
眼
、
ト
リ
の

眼
、
イ
ル
カ
の
眼
、
未
来

世
代
の
眼
等
で
あ
る
。
よ

い
土
壌
が
あ
り
元
気
な
微

生
物
が
分
解
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
る
か
。
地
球
規

模
で
移
動
す
る
渡
り
鳥
た

ち
に
と
っ
て
、
上
空
か
ら

見
え
る
流
山
の
森
や
緑
地
、

鎌
倉
市
民
が
自
然
豊
か
な

緑
を
背
景
と
す
る
歴
史
景

観
を
守
っ
た
事
を
き
っ
か

け
と
し
「
古
都
保
存
法
」

が
制
定
さ
れ
た
。
作
家
の

大
佛
次
郎
氏
が
こ
の
運
動

の
理
由
を
「
過
去
に
対
す

る
未
練
や
郷
愁
か
ら
で
は

な
く
、
未
来
の
子
ど
も
た

ち
の
美
意
識
と
品
位
の
た

め
」
と
答
え
た
。

　

今
の
環
境
を
原
風
景
と

し
て
育
つ
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
流
山
グ
リ

ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も

と
環
境
価
の
高
い
流
山
に

は
、
歴
史
も
あ
り
屋
敷
林

や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
等
に
よ

る
見
事
な
ま
ち
の
景
観
と

自
然
環
境
が
保
た
れ
て
い

る
。
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
開
通
に
よ
り
作
ら
れ

る
新
市
街
地
が
市
野
谷
の

森
等
の
再
生
型
ま
ち
づ
く

り
と
な
り
緑
の
連
鎖
が
約

束
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
川

大
学
で
も
自
然
再
生
型
市

街
地
開
発
の
実
効
性
に
つ

い
て
時
間
的
な
経
緯
を
熱

環
境
調
査
に
よ
り
継
続
的

に
測
定
し
て
い
る
。
現
市

民
一
人
ひ
と
り
の
「
環
境

歴
」（
環
境
経
験
）
は
異
な

る
が
、
次
世
代
の
環
境
歴

に
は
、
心
と
緑
と
環
境
の

価
値
を
連
鎖
さ
せ
た
効
果

を
目
の
当
た
り
に
す
る
経

験
を
刻
む
人
々
が
増
え
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め

の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

取
り
組
み
促
進
の

た
め
の
施
策

　

地
球
温
暖
化
の
防
止
に

は
、
市
民
や
事
業
者
の
皆

さ
ん
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
環
境
白
書
の
公
表
な

ど
に
よ
る
環
境
情
報
の
提

供
を
積
極
的
に
行
い
、
啓

発
活
動
や
取
り
組
み
等
に

係
る
情
報
の
周
知
な
ど
を

図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
本
市
の
豊
か

な
緑
を
よ
り
価
値
あ
る
も

の
と
す
る
た
め
の
「
流
山

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」

を
推
進
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
吸
収
源
対
策
を
進
め

ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１５

　

手
賀
沼
浄
化
ポ
ス
タ
ー
展

　

日
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で　

１５

山
か
ら
見
た
自
然
環
境
」

　

こ
の
た
び
、
流
山
市
で

は
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

を
含
め
た
環
境
の
状
況
を

示
す
流
山
市
環
境
白
書
を

公
表
い
た
し
ま
し
た
。
ま

た
、
市
制
施
行　

周
年
を

４０

契
機
に
、
健
康
都
市
宣
言

を
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の

宣
言
の
中
で

も
、
市
民
が

健
康
で
楽
し

く
、
い
き
い

き
と
暮
ら
す

こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、

流
山
の
豊
か

な
自
然
環
境

を
大
切
に
し
、

共
生
で
き
る
よ
う
に
す
る

こ
と
や
、
多
く
の
市
民
の

連
携
と
参
加
の
も
と
、
人

の
さ
き
が
け
と
な
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う

な
緑
豊
か
な
街
づ
く
り
は
、

健
康
都
市
宣
言
に
言
う
市

民
の
健
康
増
進
に
つ
な
が

る
で
し
ょ
う
か
。
実
は
明

確
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
、

あ
る
研
究
結
果
か
ら
分
か

っ
て
い
ま
す
。

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
の

中
村
桂
子
先
生
が
、
都
市

の
中
の
「
緑
」
の
健
康
増

進
効
果
に
つ
い
て
、
疫
学

的
な
調
査
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
調
査
で
は
、
東

京
都
内
に
住
む
お
年
寄
り

３
１
４
４
人
に
つ
い
て
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
、「
緑

が
身
近
に
あ
る
」
と
い
う

方
と
そ
う
で
な
い
方
を
比

較
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結

果
、
緑
が
身

近
に
あ
る
方

の
ほ
う
が
５

年
後
も
元
気

で
い
る
確
率

が
平
均
で
１

・　

倍
も
高

１３
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
の
で

す
。
つ
ま
り
、
こ
の
調
査

結
果
は
、
緑
を
身
近
に
し

井
崎
市
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

み
ん
な
が
健
康
に
す

ご
せ
る
環
境
都
市
流

山
を
め
ざ
し
て

　惠教授

　春にはからし菜が咲き黄色一色になる江戸川堤
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地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　家族連れで賑わう総合運動公園

いては、１７年
します。
行計画につい
度の温室効果
証しました。
域推進計画に
市域全体から
出状況を検

計画の進行管理を行計画の進行管理を行

うPDCAサイクルうPDCAサイクル

（　）　　 環境白書特集号３

れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排

出
抑
制
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

市
役
所
が
直
接
管
理
し

て
い
る
施
設
を
対
象
と
し

て
い
る
の
で
、
市
庁
舎
は

も
と
よ
り
、
図
書
館
や
公

民
館
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
、
市
立
小
・
中
学
校
な

ど
の
施
設
に
つ
い
て
、
温

室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
現

状
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、

排
出
抑
制
の
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
よ

う
に
別
法
人
で
あ
る
場
合

な
ど
や
委
託
等
に
よ
り
他

者
が
管
理
し
て
い
る
施
設

果
ガ
ス
排
出
量
の
状
況

　

平
成　

年
度
の
市
庁
舎

１７

等
の
全
て
の
事
務
お
よ
び

事
業
か
ら
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
は
、
２
万
５
６

１
９
ト
ン
で
あ
り
、
基
準

年
度
で
あ
る
平
成　

年
度

１６

よ
り
も
削
減
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
特
に
、
灯

油
の
使
用
に
伴
う
排
出
量

が
約
１
０
０
０
ト
ン
の
削

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
実
行

計
画
で
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
特
性
を
踏
ま
え

て
、
①
市
庁
舎
等
い
わ
ゆ

る
オ
フ
ィ
ス
活
動
に
伴
う

も
の
と
し
て
「
市
役
所
事

　

削
減
目
標
を
設
定
し
た

区
分
ご
と
の
排
出
量
の
状

況
は
、
市
役
所
事
務
事
業

関
連
が
基
準
年
度
に
対
し

て
約
６
％
増
加
し
５
３
１

４
ト
ン
と
な
っ
た
ほ
か
は
、

ご
み
処
理
施
設
関
連
で
は

約
６
％
削
減
の
１
万
７
９

５
４
ト
ン
と
な
り
、
水
道

施
設
関
連
で
は
基
準
年
度

と
同
程
度
の
２
３
５
０
ト

ン
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、「
市
役
所
事
務
・

事
業
関
連
」
の
増
加
の
要

因
と
し
て
は
、
社
会
福
祉

施
設
等
の
利
用
者
の
増
加

が
考
え
ら
れ
ま
し
た
。

〜　

日
�
９
時
〜　

時
▽

２３

１７

場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
▽
内
容
＝

小
・
中
学
生
が
描
い
た
手

賀
沼
浄
化
ポ
ス
タ
ー
の
県

コ
ン
ク
ー
ル
入
選
作
品
等

を
展
示
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

環
境
審
議
会 

を
開
催

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１４

　

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市

１５

３０

役
所
４
階
委
員
会
室
▽
内

容
＝
環
境
家
計
簿
に
つ
い

て
、
路
上
喫
煙
防
止
に
つ

い
て
（
傍
聴
可
）

　

□問
 

環
境
保
全
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
３

地
球
温
暖
化
防
止

講
演
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�振
 
１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
行

１３

１６

徳
文
化
ホ
ー
ル
I
＆
I

（
市
川
市
）
▽
内
容
＝
田

部
井
淳
子
（
登
山
家
）「
世

界
の
山
々
を
め
ざ
し
て
〜

▽
定
員
＝
４
０
０
人
（
先

着
順
、
定
員
を
超
え
た
場

合
の
み
連
絡
あ
り
）
▽
申

し
込
み
＝
フ
ァ
ッ
ク
ス
ま

た
は
ｅ
メ
ー
ルe-earth

@

m
z.p
ref.ch

ib
a.lg
.jp

で

県
環
境
政
策
課
温
暖
化
対

策
推
進
室
へ

　

□問
 

県
環
境
政
策
課
�
０

４
３
―
２
２
３
―
４
１
３

９
／
�
０
４
３
―
２
２
２

―
８
０
４
４

利
根
運
河
の
歴
史

と
自
然

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�

１７

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１６

３０

場
所
＝
森
の
図
書
館
▽
内

容
＝
野
草
調
査
結
果
等
▽

資
料
代
＝
３
０
０
円
（
高

校
生
以
下
無
料
）

　

□問
 

利
根
運
河
の
生
態
系

を
守
る
会
・
新
保
�
７
１

５
４
―
６
７
４
６

と
環
境
に
や
さ
し
い
健
康

な
街
と
す
る
こ
と
な
ど
、

環
境
と
の
か
か
わ
り
を
重

視
し
て
施
策
を
進
め
て
い

く
方
向
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
開
通
に
よ
り
、

流
山
市
内
に
お
い
て
そ
の

沿
線
を
中
心
と
し
た
開
発

が
加
速
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
市
野
谷
の
森

や
緑
豊
か
な
市
総
合
運
動

公
園
な
ど
、
新
線
沿
線
の

大
規
模
な
緑
の
拠
点
を
守

り
活
か
し
な
が
ら
、
開
発

で
失
わ
れ
る
緑
を
回
復
す

る
仕
組
み
と
し
て
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
制

度
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
制
度
に
よ
り
、
ヒ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
を
抑

制
す
る
緑
化
に
よ
る
森
の

街
づ
く
り
と
し
て
、
全
国

て
暮
ら
す
こ
と
が
、
健
康

に
も
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で

す
。

　

ま
さ
に
、
私
た
ち
の
目

指
す
緑
化
に
よ
る
森
の
街

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に

よ
り
、
健
康
都
市
の
実
現

に
近
付
く
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略

を
は
じ
め
と
す
る
環
境
政

策
を
、
市
民
や
事
業
者
の

皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
、

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
ま
す
。
流
山

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
流

山
市
環
境
白
書
な
ど
に
よ

り
、
市
民
、
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
環
境
保
全
に
関
す

る
情
報
を
積
極
的
に
提
供

し
な
が
ら
、「
人
と
環
境
に

や
さ
し
い
森
の
街
」
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
地
域

推
進
計
画
で
は
、
市
民
一

人
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
基
準
年
度 

（
平
成　

年
度
）
に
対
し

１５

て
６
％
以
上
削
減
す
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

平
成　

年
度
の
市
民
一
人

１６

当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
量
は
、３
・　

ト
ン
と

９２

基
準
年
に
対
し
て
０
・
１

％
の
削
減
を
達
成
し
て
い

ま
す
。
本
市
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
は
民
生
部
門

と
運
輸
部
門
が
多
く
を
占

め
て
お
り
、
温
室
効
果
ガ

ス
排
出
量
を
削
減
し
目
標

を
達
成
す
る
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生

活
や
事
業
活
動
の
中
で
の

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
抑
制

対
策
が
大
き
な
役
割
を
占

め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん

の
取
り
組
み

　

地
球
温
暖
化
対
策
を
促

進
し
、
温
室
効
果
ガ
ス
排

出
量
を
削
減
す
る
た
め
に

は
、
事
業
者
が
通
常
の
事

業
活
動
に
お
い
て
も
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
等
の
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
非

常
に
有
効
な
手
段
と
な
る

こ
と
か
ら
、
事
業
者
の
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
対
し
て
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の

取
り
組
み

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
日
常

生
活
の
中
で
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
等
を
進
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
市
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
削
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

日
常
の
中
で
の
取
り
組

み
を
促
進
す
る
た
め
、
本

年
度
は
環
境
家
計
簿
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

　

環
境
家
計
簿
の
利
用 

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
参

　

リ
サ
イ
ク
ル
で　
　

自
治
会
か
ら
環
境
保
全　

平
和
台
自
治
会　

田
口
重
郎
さ
ん

　

平
和
台
自
治
会
（
宮
尾

博
会
長
・
７
２
３
世
帯
）

の
環
境
衛
生
福
祉
部
会
長

を
経
て
同
部
会
担
当
の
副

会
長
と
、
自
治
会
活
動
で

は
環
境
一
筋
に
６
年
目
を

迎
え
る
。

　

リ
サ
イ
ク
ル
団
体
代
表

者
会
議
や
廃
棄
物
減
量
等

推
進
員
会
議
、
環
境
美
化

推
進
員
会
議
な
ど
行
政
関

係
の
会
議
へ
の
参
加
も
少

な
く
な
い
。
春
・
秋
の
ゴ

ミ
ゼ
ロ
作
戦
へ
の
参
加
や

地
区
花
壇
の
植
栽
な
ど
を

行
う
一
方
、
資
源
物
の
リ

サ
イ
ク
ル
活
動
を
実
施
す

る
こ
と
で
自
治
会
運
営
費

の
一
部
と
し
て
活
用
し
て

い
る
。

　

毎
月
発
行
し
て
い
る
自

治
会
報
に
大
き
く
リ
サ
イ

ク
ル
の
標
語
を
掲
載
し
て

い
る
の
を
は
じ
め
、
ご
み

分
別
の
徹
底
を
会
員
に
お

願
い
す
る
な
ど
啓
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。

「
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
で
も
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
れ
ば
自
治

会
運
営
費
の
一
部
と
な
っ

て
、
防
災
や
シ
ニ
ア
お
楽

し
み
会
な
ど
に
役
立
て
ら

れ
る
」
と
独
自
に
発
行
し

て
い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

リ
サ
イ
ク
ル
の
日
を
強
調

す
る
な
ど
会
員
に
協
力
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　

「
海
外
赴
任
を
は
じ
め

全
国
各
地
へ
転
勤
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
街
で
生
活
し
た

が
流
山
が
一
番
い
い
。
き

れ
い
な
街
に
は
笑
顔
が
生

ま
れ
ま
す
。
ご
近
所
と
笑

顔
で
暮
ら
す
た
め
に
は
街

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
か

ら
始
め
ま
し
ょ
う
」
と
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
保
全
活
動

の
大
切
さ
を
語
っ
て
く
れ

た
。

　田口副会長

削減目標①　市役所事務・事業関連�
基準年度に対して、温室効果ガス排出量�
を6％削減します�

５,００７�
t-CO2

基準年度�
（平成16年度）�

５,３１４�
t-CO2

４,６８４�
t-CO2

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

６％�
削減�

削減目標③　水道施設関連　　　　　（注２）�
基準年度に対して、給水人口一人当たり�
の温室効果ガス排出量を6％削減します�

１６.５�
kg-CO2／人�

基準年度�
（平成16年度）�

１６.５�
kg-CO2／人�

１５.５�
kg-CO2／人�

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

6％�
削減�

（注１） 市民一人当たり：平成１７年度人口１５２,７９１人（年度末人口）。�
（注２） 給水人口一人当たり：平成１６年度給水人口１４２,５１３人。�

削減目標②　ごみ処理施設関連　　　（注１）�
基準年度に対して、市民一人当たり温室�
効果ガス排出量を10％削減します�

１２６�
kg-CO2／人�

基準年度�
（平成16年度）�

１１８�
kg-CO2／人�

１１３�
kg-CO2／人�

実績�
（平成１７年度）�

目標年度�
（平成２１年度）�

10％�
削減�

“地球にやさしいこと”しています。 
～温室効果ガス（CO2）の削減～

　流山市では地球温暖化対策を積極的に進めています。平成１８年３月
に市役所自らが取り組む「ストップ温暖化！市役所アクションプログ
ラム」を、市民、事業者の方が取り組む「ストップ温暖化！ながれや
ま計画」を策定しました。

目　標　平成２１年度 
庁舎から排出される温室効果ガス排出量６％削減 
市民１人当たりの温室効果ガス排出量６％削減　

　市役所をはじめ、各公共施設において、次のような取り組みをしています。
☆昼休み中、業務を行っていない箇所の消灯
☆夏の室温２８度、冬の室温２０度の適温励行
☆水は出しっぱなしにしない
☆アイドリングストップの実施
☆資源物の分別収集推進

皆さまのご理解とご協力をお願いします。
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３／管財課�７１５０－６０６９

平成２１年度における市民一人当たりの温室効果ガス排出�
量を基準年度（平成１５年度）に比べ６％以上削減する�

市民一人当たりの排出量�

6
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地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
推
進
計
画

　環境行動計画につい
度の行動内容を検証し
　地球温暖化対策実行
ては、１年後の１７年度
ガスの排出状況を検証
　地球温暖化対策地域
ついては、１６年度の市
の温室効果ガスの排出
証しました。
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古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

　

市
の
環
境
基
本
計
画
の
目
標
将
来
像
「
水
・

緑
・
歴
史
の
豊
か
さ
を
、
み
ん
な
の
力
で
未
来

に
伝
え
る
ま
ち
・
流
山
」
を
目
指
し
て
、
昨
年

度
、
市
が
取
り
組
ん
だ
主
な
も
の
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
平
成　

年
度
は
、
環
境
基
本
計
画
を
は

１７

じ
め
環
境
関
連
の
５
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
み
ど
り
の
街
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
を
推
進
す
る
な
ど
、
本

市
の
良
好
な
環
境
を
形
成
す
る
た
め
の
基
礎
と

な
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豊
か
な
環
境
を
未
来
へ

豊
か
な
環
境
を
未
来
へ

い
ま
、
で
き
る
こ
と
を
着
実
に

　駅前での早朝キャンペーン

�
　

流
山
市
環
境
基
本
条
例

に
基
づ
い
て
、
市
の
環
境

を
よ
り
良
い
状
態
で
将
来

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
た
計
画

で
す
。
本
市
の
環
境
に
関

し
て
、
最
も
基
本
と
な
る

計
画
。
内
容
と
し
て
は
、

望
ま
し
い
環
境
像
で
あ
る

「
水
・
緑
・
歴
史
の
豊
か
さ

を
、
み
ん
な
の
力
で
未
来

に
伝
え
る
ま
ち
・
流
山
」

を
実
現
す
る
た
め
の「
市
」

の
取
り
組
み
は
も
と
よ 

り
、「
市
民
」
や
「
事
業

者
」
の
皆
さ
ん
の
取
り
組

み
を
定
め
ま
し
た
。

�
　

流
山
市
環
境
基
本
計
画

の
望
ま
し
い
環
境
像
を
実

流
山
市
環
境
基
本
計

画
を
策
定

第
１
期
流
山
市
環
境

行
動
計
画
を
策
定

現
す
る
た
め
に
、
計
画
を

具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
を
示
し
た

の
が
「
環
境
行
動
計
画
」

で
す
。
こ
の
計
画
書
に 

は
、
世
界
的
に
重
要
な
環

境
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る

地
球
温
暖
化
を
防
止
す
る

た
め
の
市
役
所
職
員
が
実

践
す
る
「
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」
と
、
市
民

・
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
実

践
す
る
「
地
球
温
暖
化
対

策
地
域
推
進
計
画
」
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

�
　

平
成　

年
度
末
現
在
で

１７

下
水
道
普
及
率
が　

％
を

６１

超
え
る
な
ど
生
活
排
水
対

策
は
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
が
、
さ
ら
に
市
内
の
河

川
な
ど
水
質
保
全
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

生
活
排
水
対
策
推
進

計
画
を
策
定

た
め
、
第
２
期
の
計
画
を

つ
く
り
、「
豊
か
で
清
ら
か

な
水
に
親
し
め
る
ま
ち
・

流
山
」
を
目
指
し
て
、
下

水
道
の
整
備
促
進
や
雨
水

の
地
下
浸
透
な
ど
水
環
境

の
維
持
･
復
活
な
ど
の
取

り
組
み
を
今
ま
で
以
上
に

進
め
ま
す
。

�
　

市
で
は
、
従
来
か
ら

「
ご
み
」
や
「
た
ば
こ
」

な
ど
の
ポ
イ
捨
て
を
防
止

す
る
た
め
、
啓
発
活
動
を

実
施
し
、
マ
ナ
ー
の
向
上

を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
た
ば
こ
な
ど
の
ポ

イ
捨
て
の
防
止
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、

路
上
喫
煙
と
ポ
イ
捨

て
を
防
止

市
民
の
皆
さ
ん
の
強
い
要

望
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
条
例
を
改
正
し
ま
し

た
。
主
な
改
正
点
と
し 

て
、
市
内
全
域
で
の
路
上

喫
煙
を
禁
止
（
携
帯
灰
皿

の
使
用
等
を
除
く
）、南
流

山
駅
と
江
戸
川
台
駅
周
辺

の
重
点
区
域
で
の
路
上
喫

煙
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
の

違
反
者
に
対
し
て
指
導
・

勧
告
、
そ
れ
に
従
わ
な
い

場
合
は
過
料
の
徴
収
な
ど
。

�
　

児
童
・
生
徒
た
ち
の

「
豊
か
な
心
と
健
や
か
な

体
」
を
育
む
た
め
に
、
学

豊
か
な
心
を
育
む
学
校

ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備

校
ビ
オ
ト
ー
プ
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
整
備
に

は
、ト
ン
ボ
が
す
む
も
の
、

ホ
タ
ル
が
舞
う
も
の
、
水

生
生
物
を
観
察
で
き
る
も

の
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま 

す
。
整
備
に
あ
た
っ
て
は

地
域
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�
　

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

し
尿
処
理
施
設
を
今
後
ど

し
尿
処
理
施
設
の
再

整
備
の
答
申

の
よ
う
に
整
備
す
れ
ば
良

い
か
、「
流
山
市
廃
棄
物 

対
策
審
議
会
」
で
審
議
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
循
環
型
社
会
へ
の

転
換
を
進
め
る
施
設
と
し

て
、「
し
尿
お
よ
び
浄
化
槽

汚
泥
処
理
と
、
剪
定
枝
の

チ
ッ
プ
化
等
に
よ
る
再
利

用
方
法
を
図
る
た
め
の
機

能
を
有
す
る
汚
泥
再
生
処

理
セ
ン
タ
ー
と
す
る
こ
と

が
適
当
」
と
の
答
申
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
て

再
整
備
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

�
　

自
動
車
の
利
用
を
減
ら

し
、
環
境
的
に
持
続
可
能

Ｔ
Ｘ
を
中
心
と
し
た

公
共
交
通
を
整
備

な
交
通
（
Ｅ
Ｓ
Ｔ
）
を
実

現
す
る
た
め
、
柏
市
と
と

も
に
バ
ス
路
線
の
再
編
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実

証
実
験
、駅
前
広
場
整
備
、

自
転
車
駐
輪
場
整
備
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
後
、

柏
市
と
流
山
市
両
市
の
駅

利
用
者
数
が
約
１
・
７
％

増
え
て
、
２
９
５
０
ト
ン

あ
ま
り
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

�
　

市
内
の
緑
を
守
り
育 

て
、
良
好
な
生
活
環
境
を

形
成
す
る
た
め
に
は
市
を

あ
げ
て
取
り
組
む
こ
と
が

必
要
で
す
。「
緑
の
風
に
つ

つ
ま
れ
る
ふ
る
さ
と
・
流

山
」
の
実
現
を
目
指
し 

て
、
都
市
公
園
の
整
備
や

緑
化
の
推
進
な
ど
都
心
か

流
山
市
緑
の
基
本
計

画
を
策
定

ら
一
番
近
い
森
の
街
と
な

る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

�
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

沿
線
で
は
鉄
道
を
活
か
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
新
し
い
街

並
み
や
こ
れ
ま
で
の
歴
史

あ
る
街
並
み
な
ど
、
良
い

も
の
を
残
し
、
新
た
な
景

観
を
育
む
こ
と
が
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い

る
中
で
「
流
山
景
観
ま
ち

づ
く
り
百
年
の
計
」
を
テ

ー
マ
に
「
引
き
継
ぐ
」「
魅

力
を
高
め
る
」「
気
を
配

る
」
の
基
本
理
念
に
基
づ

き
計
画
を
策
定
し
ま
し 

た
。 流

山
市
都
市
景
観
形

成
基
本
計
画
を
策
定

　ホタルの幼虫を放流

　流山おおたかの森駅で

�
　

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

開
業
に
伴
う
沿
線
開
発
に

よ
り
、
一
時
的
に
減
少
す

る
緑
を
、
豊
か
で
価
値
あ

る
緑
と
し
て
回
復
す
る
と

と
も
に
、
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
現
象
を
抑
制
し
た
街

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に 

豊
か
で
価
値
の
高
い

緑
を
生
み
出
す
「
流

山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
」

「
流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー

ン
戦
略
」
を
定
め
、
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
整
備

４
地
区
を
対
象
に
グ
リ
ー

ン
マ
ー
ク
の
表
示
を
認
め

る
「
流
山
市
グ
リ
ー
ン
チ

ェ
ー
ン
認
定
」
を
導
入
し

て
緑
豊
か
な
環
境
と
美
し

い
景
観
を
有
す
る
街
の
実

現
を
目
指
し
ま
す
。

　ビオトープづくりに汗を流す常盤松中学校生徒の皆さん

　グリーンチェーン戦略で豊かな環境を

　整備が進む利根運河は憩いの場

　ぐりーんバスを整備　親しまれる野々下水辺公園

環境ハイライト
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